初任教師が抱える困難さの変容過程に関する研究 by 佐藤, 真 & 前原, 裕樹
兵庫教育大字研究紀要第42巻 2013年2月 pp.77-82 
初任教師が抱える困難さの変容過程に関する研究
A Study on the changing process of the difficulties that newly 

































































































卒業した後， A先生は M県 S市の， B先生は同県 Y市
の公立小学校に勤務している。この 2名を選定した理由
は，以下の通りである。すなわち，第 lに， A先生， B 
先生の両名とも初任期(1年目)において困難さを経験


























































































































































































































































































































































































































カ編『学ぴのための教師論J勤草書房， 2007， 1 -25 
頁.
(3) 山崎準二「教員養成一今考えるべき課題とは何かj









過程 『認知的徒弟帝0.1の概念を手がかりに J r教
育方法学研究・第33巻』日本教育方法学会， 2007， 
37-48頁.
(7) 虞瀬真琴「総合学習カリキュラム開発において初任
者教師が抱える課題Jr都市丈化研究.vo1.l1.l大阪
市立大学大学院丈学研究科都市丈化研究センター，
2009， 42-50頁.
(8) 山崎準二『教師のライフコース研究』創風杜.2002 
(9) 桜井厚「インタビ、ユーの社会学ーライフストーリー
の聞き方Jせりか書房， 2002. 
(10) 岩田一正「第8章 教職の専門性j秋田喜代美・佐
藤学編『新しい時代の教職入門.1有斐閣アルマ，
2006， 149-171頁.
(1) 石垣雅也「第12章 学校の『しんどさJとどうっき
あうか」グループ・デイダクテイカ編『教師になるこ
と，教師であり続けること 困難の中の希望J勤草書
房， 2012， 242-262頁
日2) 木原俊行「自分の授業を伝える 対話と成長」浅
田匡・藤岡完治・生田孝至編， r成長する教師J金子
書房， 1998， 185-196頁.
